
社
会
文
教
委
員
会
（
委
員
長
�

佐
藤
晶
二
久
留
米
市
議
会
議
長
）

は
2
月
9
日
、
正
副
委
員
長
会
議

の
後
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で

第
1
6
1
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

委
員
会
冒
頭
の
委
員
長
挨
拶
で
、

佐
藤
委
員
長
か
ら
要
望
活
動
の
結

果
を
簡
潔
に
報
告
し
な
が
ら
「
地

域
医
療
の
確
保
に
つ
い
て
は
医
師

等
の
偏
在
対
策
の
強
化
、
救
急
や

小
児
・
周
産
期
医
療
体
制
の
充
実

な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
む
必
要

が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

に
つ
い
て
は
介
護
従
事
者
の
労
働

環
境
や
処
遇
改
善
な
ど
を
引
き
続

き
要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
」
な
ど
の
挨
拶
を
し
た
。

続
い
て
、
厚
生
労
働
省
、
文
部

科
学
省
か
ら
の
講
師
説
明
を
聴
取
、

事
務
報
告
を
了
承
し
、
協
議
に
入

っ
た
。

協
議
で
は
、
29
年
度
要
望
結
果

の
概
要
を
了
承
。
次
年
度
委
員
会

へ
の
申
し
送
り
事
項
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
要
望
す
る
必
要
が
あ
る

事
項
（
下
掲
）
を
原
案
の
通
り
申

し
送
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
今

後
の
運
営
に
つ
い
て
、
▽
5
月
30

日
開
催
の
第
94
回
定
期
総
会
等
で

委
員
長
か
ら
要
望
結
果
を
報
告
す

る
▽
委
員
市
で
議
長
交
代
が
あ
っ

た
場
合
は
補
欠
選
任
を
行
わ
ず
欠

員
と
す
る
▽
今
後
、
対
応
す
べ
き

事
案
が
生
じ
た
場
合
は
、
正
副
委

員
長
に
一
任
す
る
―
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
講
師
説
明
で
は
、
富
田

望
・
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
会
計

課
会
計
管
理
官
か
ら
「
平
成
30
年

度
厚
生
労
働
省
予
算
案
の
概
要
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
予
算
案
の
重

点
事
項
で
あ
る
▽
働
き
方
改
革
の

着
実
な
実
行
▽
質
の
高
い
効
率
的

な
保
険
・
医
療
・
介
護
の
提
供
の

推
進
▽
全
て
の
人
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
に
向
け
た
環
境
づ
く

り
―
な
ど
に
つ
い
て
、
助
川
隆
・

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
会
計
課
副

長
か
ら
「
平
成
30
年
度
文
部
科
学

省
予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
予
算
案
の
う
ち
文
教
関
係

予
算
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
▽
社
会

を
生
き
抜
く
力
の
養
成
▽
未
来
へ

の
飛
躍
を
実
現
す
る
人
材
の
養
成

▽
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

構
築
―
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
説
明
が
あ
っ
た
。

※
申
し
送
り
事
項

①
地
方
創
生
及
び
地
方
分
権
改
革

の
推
進
（
地
方
創
生
の
推
進
、
地

方
分
権
改
革
の
推
進
）
②
防
災
・

減
災
対
策
の
充
実
強
化
（
地
震
・

津
波
・
火
山
防
災
対
策
の
充
実
強

化
、
台
風
・
集
中
豪
雨
対
策
等
の

充
実
強
化
、
防
災
・
安
全
に
資
す

る
社
会
資
本
整
備
事
業
へ
の
支
援
、

災
害
復
旧
・
復
興
支
援
対
策
の
充

実
強
化
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全

・
防
災
対
策
の
充
実
強
化
、
消
防

防
災
体
制
の
充
実
強
化
）
③
医
療

保
険
制
度
（
医
療
制
度
改
革
、
国

民
健
康
保
険
制
度
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
）④
地
域
医
療
施
策（
医

師
不
足
・
偏
在
対
策
等
、
救
急
医

療
の
充
実
確
保
、
自
治
体
病
院
へ

の
財
政
措
置
等
）
⑤
保
健
衛
生
施

策
等
（
薬
物
乱
用
防
止
対
策
、
感

染
症
対
策
、
定
期
予
防
接
種
、
5

歳
児
健
診
の
実
施
に
向
け
た
体
制

整
備
、
が
ん
検
診
の
推
進
、
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
食
品
安
全
対
策
、

水
道
事
業
、
自
殺
防
止
対
策
）
⑥

介
護
保
険
制
度
（
制
度
改
正
等
、

低
所
得
者
対
策
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
基
盤
整
備
、
人
材
の
確
保
・
介

護
従
事
者
の
養
成
、
財
政
運
営
）

⑦
少
子
化
対
策
等
（
少
子
化
対
策

等
の
充
実
に
係
る
安
定
財
源
の
確

保
、
少
子
化
対
策
に
資
す
る
新
た

な
税
制
、
子
ど
も
・
子
育
て
施
策
、

地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付

金
の
拡
充
と
運
用
の
弾
力
化
、
子

ど
も
医
療
費
に
関
わ
る
全
国
一
律

の
国
の
制
度
の
創
設
、
不
妊
治
療

へ
の
財
政
措
置
、
待
機
児
童
解
消

に
向
け
た
積
極
的
な
取
組
の
推
進
、

放
課
後
児
童
対
策
、
児
童
虐
待
防

止
対
策
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
等

の
抜
本
強
化
、
認
可
外
保
育
施
設

へ
の
公
的
支
援
拡
充
）
⑧
雇
用
対

策
（
地
域
雇
用
対
策
、
若
年
者
雇

用
対
策
、
雇
用
環
境
の
改
善
・
女

性
の
活
躍
推
進
、
新
た
な
雇
用
創

出
事
業
の
実
施
）
⑨
社
会
福
祉
施

策
（
障
害
者
施
策
、
認
知
症
対
策
、

生
活
保
護
制
度
・
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
制
度
、
年
金
制
度
の
運
用
、

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
に
対
す
る
支
援

の
充
実
、
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
環

境
の
整
備
）⑩
環
境
保
全
施
策（
地

球
温
暖
化
対
策
、
森
林
整
備
等
の

た
め
の
税
（
森
林
環
境
税
（
仮

称
））、
廃
棄
物
処
理
対
策
、
リ
サ

イ
ク
ル
対
策
、
海
岸
漂
着
物
対
策
、

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
、
皮
革
排
水
処

理
施
設
、
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
）
⑪
文
教
施
策
（
教
育
予
算

の
拡
充
、
教
職
員
等
の
人
材
と
財

源
の
充
実
確
保
、
少
人
数
教
育
の

推
進
、
特
別
支
援
教
育
、
い
じ
め

対
策
の
推
進
、
学
校
施
設
の
老
朽

化
・
耐
震
化
対
策
等
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
事
故
防
止
対
策
、
栄
養
教

諭
・
学
校
栄
養
職
員
の
増
員
に
よ

る
食
育
の
充
実
、
地
方
大
学
等
の

運
営
基
盤
の
充
実
、
2
0
2
0
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
た
地
域

に
お
け
る
取
組
へ
の
支
援
と
環
境

整
備
）
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ククスス

建
設
運
輸
委
員
会
（
委
員
長
�

須
永
宣
延
熊
谷
市
議
会
議
長
）
は

2
月
13
日
、
正
副
委
員
長
会
議
の

後
、
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
第
1
6
1

回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

委
員
長
欠
席
の
た
め
、
委
員
会

冒
頭
の
副
委
員
長
挨
拶
で
、
森
田

仲
一
副
委
員
長
（
高
梁
市
議
会
議

長
）
か
ら
要
望
活
動
の
結
果
を
簡

潔
に
報
告
。
以
後
、
森
田
副
委
員

長
に
よ
り
議
事
を
進
行
し
た
。

続
い
て
、
国
土
交
通
省
、
内
閣

府
か
ら
の
講
師
説
明
を
聴
取
、
事

務
報
告
を
了
承
し
、
協
議
に
入
っ

た
。協

議
で
は
、
29
年
度
要
望
結
果

の
概
要
を
了
承
。
次
年
度
委
員
会

へ
の
申
し
送
り
事
項
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
要
望
す
る
必
要
が
あ
る

事
項
（
下
掲
）
を
原
案
の
通
り
申

し
送
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
今

後
の
運
営
に
つ
い
て
、
▽
5
月
30

日
開
催
の
第
94
回
定
期
総
会
等
で

須
永
委
員
長
か
ら
要
望
結
果
を
報

告
す
る
▽
委
員
市
で
議
長
交
代
が

あ
っ
た
場
合
は
補
欠
選
任
を
行
わ

ず
欠
員
と
す
る
▽
今
後
、
対
応
す

べ
き
事
案
が
生
じ
た
場
合
は
、
正

副
委
員
長
に
一
任
す
る
―
こ
と
と

し
た
。

な
お
、
講
師
説
明
で
は
、
海
谷

厚
志
・
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
会

計
課
長
か
ら
「
平
成
30
年
度
国
土

交
通
省
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
予
算
の
概
要
の
う
ち
▽

国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
▽
生

産
性
の
向
上
と
新
需
要
の
創
出
に

よ
る
成
長
力
の
強
化
▽
豊
か
で
活

力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
―
な
ど
に

つ
い
て
、
黒
田
昌
義
・
内
閣
府
政

策
統
括
官
（
防
災
担
当
）
付
参
事

官
（
統
括
担
当
）
か
ら
「
平
成
30

年
度
内
閣
府
防
災
関
係
予
算
の
概

要
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
内
閣
府

防
災
部
門
予
算
案
の
う
ち
内
閣
府

重
点
施
策
に
対
応
し
た
事
項
で
あ

る
▽
大
規
模
地
震
対
策
の
強
化
▽

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
被
災
者

の
住
ま
い
の
確
保
の
推
進
▽
最
新

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
防
災
分
野
へ
の
更
な

る
活
用
―
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
説
明
が
あ
っ
た
。

※
申
し
送
り
事
項

本
紙
で
は
、
全
国
の
市
区
議
会

に
お
い
て
可
決
し
た
意
見
書
・
決

※

議
の
う
ち
、
本
会
に
報
告
の
あ
っ

た
も
の
に
つ
い
て
、
①
2
0
1
3

号
2
・
3
面
（
29
年
2
月
〜
4
月

可
決
分
）
②
2
0
2
2
号
2
・
3

面
（
29
年
5
月
〜
7
月
可
決
分
）

③
2
0
3
1
号
2
・
3
面
（
29
年

8
月
〜
10
月
可
決
分
）
④
2
0
3

9
号
4
面
（
29
年
11
月
〜
30
年
1

月
可
決
分
）
―
の
4
回
に
わ
た
っ

て
、
件
数
を
集
計
し
た
表
と
と
も

に
内
容
を
掲
載
し
て
き
た
。

今
号
で
は
、
29
年
2
月
1
日
か

ら
30
年
1
月
31
日
ま
で
に
可
決
し

た
1
年
分
の
う
ち
50
件
以
上
の
も

の
を
件
数
が
多
い
順
に
取
り
ま
と

め
、
表
に
掲
載
し
た
（
3
面
表
参

照
）
。

ま
た
、
1
0
0
件
以
上
の
意
見

書
・
決
議
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要

と
と
も
に
、
関
連
す
る
30
年
度
の

国
の
予
算
案
・
施
策
な
ど
を
紹
介

す
る
。

道
路
整
備
事
業
に
係
る
補
助
率

な
ど
の
か
さ
上
げ
措
置
の
継
続

意
見
書
・
決
議
で
最
も
多
か
っ

た
も
の
が
、
「
道
路
整
備
事
業
に

係
る
補
助
率
な
ど
の
か
さ
上
げ
措

置
の
継
続
」
を
求
め
る
も
の
で
2

9
2
件
だ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
全
て

の
意
見
書
が
「
道
路
整
備
事
業
に

係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
29
年
度

末
ま
で
の
時
限
措
置
と
さ
れ
て
い

た
補
助
率
の
か
さ
上
げ
な
ど
を
30

年
度
以
降
も
継
続
す
る
よ
う
求
め
、

さ
ら
に
は
拡
充
を
求
め
る
も
の
も

あ
っ
た
。

①
地
方
創
生
及
び
地
方
分
権
改
革

の
推
進
（
地
方
創
生
の
推
進
、
地

方
分
権
改
革
の
推
進
）
②
防
災
・

減
災
対
策
の
充
実
強
化
（
地
震
・

津
波
・
火
山
防
災
対
策
の
充
実
強

化
、
台
風
・
集
中
豪
雨
対
策
等
の

充
実
強
化
、
防
災
・
安
全
に
資
す

る
社
会
資
本
整
備
事
業
へ
の
支
援
、

災
害
復
旧
・
復
興
支
援
対
策
の
充

実
強
化
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全

・
防
災
対
策
の
充
実
強
化
、
消
防

防
災
体
制
の
充
実
強
化
）
③
自
然

災
害
対
策
の
推
進
（
防
災
・
減
災

対
策
の
推
進
、
地
震
・
津
波
対
策

の
推
進
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
等

の
充
実
強
化
、
治
山
・
治
水
対
策

の
推
進
、災
害
復
旧
・
復
興
支
援
）

④
各
種
交
通
基
盤
整
備
の
推
進

（
道
路
の
整
備
促
進
、
新
幹
線
鉄

道
の
整
備
促
進
、
地
方
鉄
道
等
に

対
す
る
支
援
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経

営
再
建
及
び
路
線
維
持
に
向
け
た

支
援
、
地
域
公
共
交
通
に
対
す
る

支
援
、
地
方
航
空
路
線
の
整
備
促

進
、
港
湾
の
整
備
促
進
、
離
島
航

路
・
航
空
路
に
対
す
る
支
援
）
⑤

都
市
基
盤
整
備
の
推
進
（
社
会
資

本
整
備
事
業
等
の
推
進
、
下
水
道

整
備
の
推
進
、
中
心
市
街
地
活
性

化
の
推
進
、
都
市
公
園
の
整
備
推

進
、
郵
便
局
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に

向
け
た
地
域
に
お
け
る
取
組
へ
の

支
援
と
環
境
整
備
）
⑥
観
光
立
国

の
推
進
（
訪
日
外
国
人
の
増
加
に

向
け
た
施
策
、
魅
力
あ
る
観
光
地

域
づ
く
り
の
促
進
）

※
「
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
も

の
」
と
は
、
各
市
区
議
会
か

ら
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ

ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
調
査
・
回
答
シ
ス
テ
ム

に
入
力
さ
れ
た
意
見
書
・
決

議
の
ほ
か
、
郵
便
な
ど
で
受

け
付
け
た
も
の
。
な
お
、
入

力
方
法
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

に
つ
い
て
は
、
本
会
調
査
広

報
部
（
☎
0
3
―
3
2
6
2

―
5
2
3
7
）
ま
で
。

【
3
面
へ
続
く
】

議会

建運委員会の模様

第第
11
66
11
回回
建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
会会

自
然
災
害
対
策
、
各
種
交
通
基
盤
整
備
な
ど

申
し
送
り
事
項
を
了
承

挨拶する森田副委員長

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況
29年
2月
〜
30年
1月
可決分

道
路
整
備
事
業
の
補
助
率
か
さ
上
げ
の
継
続
が
最
多
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30
年
2
月
2
日
、
か
さ
上
げ
措

置
の
適
用
期
間
を
39
年
度
末
ま
で

10
年
間
延
長
す
る
道
路
財
特
法
の

改
正
を
含
む
「
道
路
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
通
常
国

会
に
提
出
さ
れ
た
。
法
案
で
は
ほ

か
に
、
改
築
・
修
繕
に
係
る
補
助

事
業
の
補
助
率（
現
行
10
分
の
5
）

の
10
分
の
5
・
5
へ
の
引
き
上
げ

な
ど
の
拡
充
も
規
定
す
る
。
ま
た
、

現
行
で
か
さ
上
げ
措
置
対
象
外
の

補
助
国
道
等
の
修
繕
を
、
地
方
公

共
団
体
に
よ
る
老
朽
化
対
策
へ
の

支
援
強
化
の
た
め
、
対
象
と
す
る
。

財
政
力
に
基
づ
く
か
さ
上
げ
に
つ

い
て
も
、
現
行
対
象
外
の
市
町
村

道
の
改
築
と
補
助
国
道
等
の
修
繕

を
対
象
と
し
て
い
る
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

に
つ
い
て

「
義
務
教
育
国
庫
負
担
制
度
に

つ
い
て
」
は
1
6
9
件
。
意
見
書

は
、
負
担
割
合
の
復
元
を
求
め
る

も
の
、
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
も

の
の
順
で
多
か
っ
た
。

30
年
度
も
制
度
が
堅
持
さ
れ
、

負
担
割
合
に
変
更
は
な
い
。

北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
、

核
実
験
に
対
す
る
抗
議

「
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発

射
、
核
実
験
に
対
す
る
抗
議
」
は

1
5
4
件
。
1
年
間
4
回
の
全
て

の
集
計
時
で
、
意
見
書
・
決
議
の

議
決
状
況
の
表
（
件
数
の
多
い
も

の
を
順
に
掲
載
）
で
取
り
上
げ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
意
見
書
が
44

件
、
決
議
が
1
1
0
件
。

意
見
書
で
は
、
北
朝
鮮
に
対
す

る
毅
然
と
し
た
対
応
、
ミ
サ
イ
ル

発
射
、
核
実
験
な
ど
の
問
題
の
解

決
な
ど
を
求
め
た
。

決
議
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ミ
サ

イ
ル
の
発
射
、
核
実
験
に
対
し
、

抗
議
、
非
難
を
表
明
し
て
い
る
。

併
せ
て
、
核
や
ミ
サ
イ
ル
計
画
の

放
棄
を
求
め
る
も
の
も
あ
っ
た
。

防
衛
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
29

年
中
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
最
低
で

も
計
14
日
で
計
17
発
発
射
さ
れ
、

核
実
験
が
1
回
実
施
さ
れ
て
い
る
。

森
林
環
境
税
の
創
設

「
森
林
環
境
税
の
創
設
」
は
1

3
9
件
。

ほ
と
ん
ど
の
意
見
書
が
森
林
環

境
税
の
早
期
導
入
を
求
め
て
い
た
。

併
せ
て
、
創
設
ま
で
の
必
要
施
策

の
推
進
の
た
め
、
予
算
の
十
分
な

確
保
を
求
め
る
も
の
も
あ
っ
た
。

「
平
成
30
年
度
税
制
改
正
の
大

綱
」に
お
い
て
、
森
林
環
境
税（
仮

称
）
が
、
31
年
度
税
制
改
正
で
、

森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
と
あ

わ
せ
て
創
設
す
る
と
さ
れ
た
。
森

林
環
境
税
の
内
容
は
与
党
の
税
制

改
正
大
綱
と
同
じ
た
め
、
2
0
3

5
・
6
号
8
面
の
「
30
年
度
与
党

税
制
改
正
大
綱
を

決
定
」
の
記
事
を

参
考
さ
れ
た
い
。

地
方
財
政
の

充
実
・
強
化

「
地
方
財
政
の

充
実
・
強
化
」
は

1
1
5
件
。

ほ
と
ん
ど
の
意

見
書
が
、
①
地
方

一
般
財
源
総
額
の

確
保
②
社
会
保
障

予
算
の
確
保
と
地

方
財
政
措
置
③

「
歳
出
特
別
枠
」

「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
事
業
費
」
の
現
行
水

準
の
確
保
―
の
3
つ
を
中
心
に
4

〜
9
項
目
を
求
め
た
。

①
30
年
度
地
方
財
政
対
策
に
お

い
て
、
一
般
財
源
総
額
は
、
29
年

度
よ
り
3
5
6
億
円
増
の
62
兆
1

1
5
9
億
円
が
確
保
さ
れ
た
。
②

30
年
度
政
府
予
算
案
に
お
い
て
、

社
会
保
障
関
係
費
は
、
29
年
度
よ

り
4
9
9
7
億
円
増
の
32
兆
9
7

3
2
億
円
が
確
保
さ
れ
た
。
③
30

年
度
地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
、

歳
出
特
別
枠
は
、
公
共
施
設
な
ど

の
老
朽
化
対
策
や
社
会
保
障
関
係

の
地
方
単
独
事
業
費
の
増
に
対
応

し
た
歳
出
を
確
保
し
た
上
で
廃
止

さ
れ
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
事
業
費
は
29
年
度
と
同
額
の
1

兆
円
が
確
保
さ
れ
た
。
（
2
0
3

7
号
1
面
に
30
年
度
予
算
案
、
同

号
2
面
に
30
年
度
地
財
対
策
の
記

事
を
掲
載
）

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ（
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
）
環
境
の
整
備
促
進

「
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ

ｉ
―
Ｆ
ｉ
）
環
境
の
整
備
促
進
」

は
1
1
5
件
。

ほ
と
ん
ど
全
て
の
意
見
書
が
2

・
3
月
可
決
分
。
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環

境
に
つ
い
て
、
①
公
共
交
通
機
関

や
宿
泊
施
設
な
ど
の
民
間
施
設
に

対
す
る
支
援
事
業
の
一
層
の
拡
充

②
観
光
拠
点
や
観
光
案
内
所
に
お

け
る
整
備
の
一
層
の
促
進
③
防
災

拠
点
な
ど
へ
の
整
備
を
行
う
地
方

公
共
団
体
に
対
す
る
財
政
的
支
援

措
置
の
導
入
―
の
3
つ
を
求
め
た
。

こ
の
う
ち
③
に
つ
い
て
。
28
年

12
月
に
総
務
省
が
「
防
災
等
に
資

す
る
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
の
整
備
計
画
」

を
策
定
し
、
29
〜
31
年
度
の
3
カ

年
に
お
い
て
、
約
3
万
箇
所
（
整

備
済
み
含
む
）
を
整
備
す
る
と
さ

れ
た
。
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整

備
支
援
事
業
が
創
設
さ
れ
、
防
災

拠
点
な
ど
に
お
け
る
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

環
境
の
整
備
を
行
う
地
方
公
共
団

体
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
と

さ
れ
た
。
29
年
度
は
31
・
9
億
円

の
予
算
で
2
・
1
万
箇
所
の
整
備

を
終
え
、
30
年
度
予
算
案
で
は
14

・
3
億
円
で
4
0
0
0
箇
所
整
備

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

【
2
面
か
ら
続
く
】

各
市
区
議
会
か
ら
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
・
回

答
シ
ス
テ
ム
に
入
力
さ
れ
た
意
見

書
・
決
議
（
平
成
16
年
以
降
の
も

の
）
は
、
メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
か

ら
検
索
し
、
閲
覧
で
き
る
。
な
お
、

メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
を
利
用
す
る

に
は
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必

要
と
な
る
。
Ｉ
Ｄ
な
ど
に
つ
い
て

は
、
29
年
3
月
31
日
付
け
「
（
全

議
Ｍ
1
第
5
号
）
全
国
市
議
会
議

長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）
」
で
各
議
会
事
務

局
に
通
知
し
て
い
る
。

決議

―

―

110

―

―

―

2

―

―

―

―

―

112

173

285

意見書

292

169

44

139

115

115

95

97

75

70

68

59

1338

1473

2811

件 名

○道路整備事業に係る補助率等のかさ
上げ措置の継続

○義務教育費国庫負担制度について
（制度の復元、堅持など）

○北朝鮮によるミサイル発射、核実験
に対する抗議

○森林環境税の創設

○地方財政の充実・強化

○無料公衆無線ＬＡＮ（Wi‐Fi）環境の
整備促進

○核兵器禁止条約について（条約の署
名、批准など）

○受動喫煙防止について（健康増進法
の改正、条例化など）

○ギャンブル等依存症対策の抜本的強
化

○プログラミング必修化に対する支援

○指定給水装置工事事業者制度に更新
制の導入

○私学助成の充実

【小計】

○その他

【総合計】

平成29年2月1日から30年1月31日までの意見書・決議の可決状況

※30年2月18日までに受け付けた件数を集計
※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載（50件以上のもの）
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都
市
行
政
問
題
研
究
会
は
2
月

8
日
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で

役
員
会
の
後
、
第
1
0
7
回
総
会

を
開
催
し
た
。

総
会
の
冒
頭
、
天
沼
久
純
会
長

（
盛
岡
市
議
会
議
長
）
か
ら
「
2

年
間
の
調
査
研
究
の
集
大
成
で
あ

る
『
都
市
に
お
け
る
広
域
連
携
の

あ
り
方
』
に
関
す
る
調
査
研
究
報

告
書（
案
）に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た

い
。
」
な
ど
の
挨
拶
を
し
た
。
続

い
て
、
事
務
報
告
を
了
承
し
、
協

議
に
入
っ
た
。

「
『
都
市
に
お
け
る
広
域
連
携

の
あ
り
方
』
に
関
す
る
調
査
研
究

報
告
書（
案
）に
つ
い
て
」
で
は
、

標
記
の
報
告
書
を
決
定
し
た
。
報

告
書
は
、
28
年
8
月
の
第
1
0
4

回
総
会
で
調
査
研
究
テ
ー
マ
を

「
都
市
に
お
け
る
広
域
連
携
の
あ

り
方
」
に
決
定
し
た
後
、
加
盟
82

市
（
当
時
）
へ
の
調
査
、
広
域
連

携
に
関
し
て
先
進
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
姫
路
市
、
千
葉
市
、

倉
敷
市
、
八
戸
市
へ
の
現
地
調
査
、

学
識
経
験
者
等
か
ら
の
講
演
聴
取

な
ど
を
踏
ま
え
、
と
り
ま
と
め
て

い
る
。
「
発
刊
に
あ
た
っ
て
」
か

ら
始
ま
り
、
4
2
8
ペ

ー
ジ
に
及
ぶ
①
「
第
Ⅰ

章
都
市
に
お
け
る
広
域

連
携
の
現
状
」
②
「
第

Ⅱ
章
都
市
に
お
け
る
広
域
連
携
の

あ
り
方
」
―
を
柱
と
し
て
、
「
お

わ
り
に
」と
1
7
7
ペ
ー
ジ
の「
資

料
編
」
か
ら
な
る
（
報
告
書
目
次

（
詳
細
項
目
を
除
く
）を
下
掲
）
。

後
日
、
加
盟
市
へ
送
付
す
る
。
そ

の
後
、
全
8
1
4
市
区
へ
送
付
し
、

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す

る
予
定
。
②
に
つ
い
て
は
、
後
に

本
紙
に
概
要
を
掲
載
す
る
。

「
平
成
30
年
度
会
議
日
程
（
案
）

に
つ
い
て
」
で
は
、
第
1
0
9
回

総
会
（
31
年
2
月
12
日
開
催
）
ま

で
の
会
議
日
程
を
原
案
の
通
り
決

定
し
た
。

「
平
成
30
年
度
予
算（
案
）に
つ

い
て
」
で
は
、
加
盟
78
市
の
負
担

金
を
主
な
歳
入
と
す
る
30
年
度
予

算
を
原
案
の
通
り
決
定
し
た
。

「
平
成
30
・
31
年
度
調
査
研
究

テ
ー
マ（
案
）に
関
す
る
加
盟
市
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
」
で
は
、

全
加
盟
市
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
30
年
度
に
改
め

て
、
調
査
研
究
テ
ー
マ
を
協
議
す

る
と
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
宮
内
春
雄
役

員
選
考
委
員
長
（
徳
島
市
議
会
議

長
）
か
ら
、
1
月
10
日
の
役
員
選

考
委
員
会
で
、
理
事
候
補
11
市
を

選
出
し
、
こ
の
中
か
ら
会
長
候
補

に
福
岡
市
、
副
会
長
候
補
に
旭
川

市
、
四
日
市
市
を
、
監
事
候
補

（
理
事
候
補
と
は
別
）
に
札
幌
市
、

和
歌
山
市
、
呉
市
を
選
出
し
た
と

の
報
告
が
あ
り
、
報
告
の
通
り
次

期
役
員
市
を
選
任
し
た
（
新
役
員

市
一
覧
を
右
下
掲
）
。
新
会
長
に

は
、
川
上
晋
平
福
岡
市
議
会
議
長

が
就
任
し
た
。

新
役
員
を
代
表
し
て
、
川
上
新

会
長
か
ら
「
各
都
市
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
か
ら
新
た
な
調
査

研
究
テ
ー
マ
を
選
定
し
、
そ
の
調

査
研
究
に
全
力
で
取
り
組
む
」
な

ど
の
就
任
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い

て
、
前
役
員
を
代
表
し
て
天
沼
前

会
長
か
ら
退
任
挨
拶
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
規
約
と
申
し
合
わ
せ
に
基

づ
き
、
天
沼
前
会
長
に
相
談
役
を

委
嘱
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
指
定
都
市

協
議
会
（
会
長
�
松
原
成
文
川
崎

市
議
会
議
長
）
は
2
月
14
日
、
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
15
回
総

会
、
研
究
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
松
原
会
長
か
ら

「
29
年
度
最
後
の
総
会
と
な
る
の

で
、
30
年
度
の
活
動
案
な
ど
を
協

議
す
る
。
ま
た
、
会
長
と
し
て
最

後
の
総
会
で
あ
り
、
誠
心
誠
意
務

め
を
果
た
し
た
い
」
な
ど
の
挨
拶

【
5
面
へ
続
く
】

報
告
書
目
次

【
新
役
員
市
一
覧
】

▽
会
長
�
福
岡
市

▽
副
会
長
�
旭
川
市
、
四
日
市
市

▽
理
事
�
山
形
市
、
長
岡
市
、
市

川
市
、
川
越
市
、
高
槻
市
、
姫

路
市
、
倉
敷
市
、
高
松
市

▽
監
事
�
札
幌
市
、
和
歌
山
市
、

呉
市

【
相
談
役
】
盛
岡
市

※
目
次
を
本
紙
が
編
集

発
刊
に
あ
た
っ
て

第
Ⅰ
章

都
市
に
お
け
る
広
域
連

携
の
現
状

1
「
都
市
に
お
け
る
広
域
連
携

の
あ
り
方
」
に
関
す
る
加
盟

市
調
査
結
果
（
①
広
域
連
携

制
度
の
活
用
状
況
②
広
域
連

携
の
現
状
と
課
題
③
広
域
連

携
に
関
す
る
基
本
条
例
等
④

加
盟
市
議
会
に
お
け
る
取
組

―
に
つ
い
て
）

2
「
都
市
に
お
け
る
広
域
連
携

の
あ
り
方
」
に
関
す
る
現
地

調
査
結
果
（
①
兵
庫
県
姫
路

市
②
千
葉
県
千
葉
市
③
岡
山

県
倉
敷
市
④
青
森
県
八
戸

市
）

第
Ⅱ
章

都
市
に
お
け
る
広
域
連

携
の
あ
り
方

1
都
市
に
お
け
る
広
域
連
携
を

取
り
巻
く
状
勢
の
変
化
（
①

広
域
連
携
に
係
る
制
度
の
沿

革
②
新
た
な
広
域
連
携
に
係

る
社
会
経
済
状
況
の
変
化
―

に
つ
い
て
）

2
都
市
に
お
け
る
広
域
連
携
の

必
要
性
（
①
広
域
圏
構
想
の

展
開
②
広
域
連
携
の
現
状
、

課
題
及
び
問
題
③
広
域
連
携

の
多
面
的
な
役
割
―
に
つ
い

て
）

3
今
後
の
都
市
に
お
け
る
広
域

連
携
の
あ
り
方
（
①
新
し
い

形
の
広
域
連
携
の
動
き
（
遠

隔
型
連
携
）
②
広
域
連
携
の

課
題
及
び
問
題
解
決
の
方
向

性
③
広
域
連
携
の
今
後
の
方

向
性
―
に
つ
い
て
）

都市研
「
都
市
に
お
け
る
広
域
連
携
の
あ
り
方
」

に
関
す
る
調
査
報
告
書
を
決
定

―

新
会
長
に
川
上
福
岡
市
議
長
―

都市研新会長
川上晋平（福岡市）

第107回
総 会

挨拶する天沼会長

都市研総会の模様

指定協

第15回
総 会

次
期
会
長
に
山
下
大
阪
市
議
長

選考結果を報告する宮内選考委員長

第2041号 平成30年3月5日 （4）全 国 市 議 会 旬 報
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【
4
面
か
ら
続
く
】

を
し
た
。
続
い
て
、
事
務
報
告
、

29
年
度
要
望
事
項
の
結
果
概
要
等

に
つ
い
て
了
承
し
、
協
議
に
入
っ

た
。「

平
成
30
年
度
本
協
議
会
活
動

（
案
）に
つ
い
て
」
で
は
、
▽
協
議

す
べ
き
テ
ー
マ
▽
要
望
す
べ
き
項

目
―
に
つ
い
て
協
議
、
原
案
の
通

り
と
し
た
。

協
議
す
べ
き
テ
ー
マ
に
は
①
多

様
な
大
都
市
制
度
の
創
設
等
②
議

会
の
権
能
強
化
③
東
京
開
催
の
研

究
会
の
運
営
の
あ
り
方
―
に
つ
い

て
を
挙
げ
た
。
こ
の
う
ち
、
②
に

つ
い
て
、
寺
田
一
博
京
都
市
議
会

議
長
か
ら
、
議
会
の
権
能
強
化
の

推
進
と
と
も
に
、
議
会
の
役
割
の

広
報
の
充
実
に
つ
い
て
提
案
が
あ

り
、
30
年
度
に
照
会
、
意
見
交
換

を
行
う
と
し
た
。

要
望
す
べ
き
項
目
に
は
①
多
様

な
大
都
市
制
度
の
早
期
実
現
②
地

方
税
財
源
の
充
実
確
保
③
災
害
対

応
法
制
の
見
直
し
④
地
方
議
会
議

員
の
厚
生
年
金
へ
の
加
入
―
を
掲

げ
た
。
こ
の
う
ち
、
③
に
つ
い
て
、

今
通
常
国
会
へ
の
法
案
提
出
が
な

い
場
合
に
は
、
引
き
続
き
要
望
す

べ
き
項
目
と
し
た
。
④
に
つ
い
て
、

山
田
一
仁
札
幌
市
議
会
議
長
（
�

全
国
市
議
会
議
長
会
会
長
）
か
ら
、

「
現
在
、
与
党
で
今
通
常
国
会
へ

の
法
案
提
出
、
成
立
に
向
け
調
整

中
で
あ
り
、
全
国
市
議
会
議
長
会

で
は
法
案
成
立
に
向
け
全
力
で
取

り
組
む
。
本
協
議
会
で
も
地
元
選

出
国
会
議
員
に
対
し
、
早
急
に
要

請
を
お
願
い
し
た
い
」
旨
の
発
言

が
あ
っ
た
。
山
田
会
長
の
発
言
、

大
阪
市
の
反
対
の
立
場
、
加
入
賛

同
の
意
見
書
提
出
が
指
定
都
市

（
20
市
）
中
8
市
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
勘
案
し
、
国
会
の
動
向
を
み

な
が
ら
の
対
応
に
含
み
を
も
た
せ

る
た
め
、
引
き
続
き
要
望
す
べ
き

項
目
と
し
、
取
り
扱
い
を
協
議
し

て
い
く
と
し
た
。

「
平
成
30
年
度
本
協
議
会
歳
入

歳
出
予
算（
案
）に
つ
い
て
」
、

「
平
成
30
年
度
本
協
議
会
会
議
日

程（
案
）に
つ
い
て
」
で
は
、
予
算
、

日
程
を
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
通
り
決

定
し
た
。

「
平
成
30
年
度
国
と
地
方
の
協

議
の
場
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
」
で
は
、

従
来
通
り
、
次
期
正
副
会
長
市
を

委
員
と
し
て
、
う
ち
会
長
市
を
委

員
長
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

「
役
員
改
選
」
で
は
、
役
員
選

考
基
準
に
基
づ
き
、
次
期
会
長
に

山
下
昌
彦
大
阪
市
議
会
議
長
、
次

期
副
会
長
に
永
田
雅
紀
広
島
市
議

会
議
長
、
次
期
監
事
に
北
川
道
夫

神
戸
市
議
会
議
長
、
井
上
秀
作
北

九
州
市
議
会
議
長
を
選
任
し
た
。

新
役
員
を
代
表
し
て
、
山
下
次
期

会
長
か
ら
「
新
役
員
一
同
、
協
議

会
活
動
の
充
実
強
化
と
指
定
都
市

議
会
の
発
展
に
向
け
、
全
力
を
傾

注
す
る
」
な
ど
の
挨
拶
を
し
た
。

な
お
、
新
役
員
の
就
任
日
及
び
任

期
は
、
30
年
4
月
1
日
か
ら
1
年

間
。「

第
16
回
総
会
開
催
地
に
つ
い

て
」で
は
、8
月
開
催
予
定
の
総
会

の
開
催
地
を
広
島
市
に
決
定
し
た
。

研
究
会
で
は
、
江
藤
俊
昭
・
山

梨
学
院
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研

究
科
長
・
法
学
部
教
授
か
ら
「
議

選
監
査
委
員
制
度
を
め
ぐ
る
論
点

―
自
治
法
の
一
部
改
正
を
議
会
力

ア
ッ
プ
に
活
用
―
」
と
題
し
、
①

議
選
の
選
択
制
を
考
え
る
視
点
②

地
制
調
等
に
お
け
る
議
論
③
議
会

か
ら
の
政
策
サ
イ
ク
ル
と
議
選
の

連
動
④
議
選
を
廃
止
す
る
場
合
の

対
応
⑤
自
治
法
改
正
を
議
会
力
ア

ッ
プ
に
⑥
補
足
・
監
査
制
度
の
留

意
点
―
に
つ
い
て
の
説
明
を
聴
取

し
、
あ
ら
か
じ
め
提
出
し
て
い
た

質
問
に
対
し
て
の
回
答
を
受
け
た
。

※
年
の
表
記
が
な
い
も
の
は
30
年

▼
議
長

▽
高
岡

狩
野
安
郎（
29
・
11
・
20
）

▽
御
所

南

満（
29
・
12
・
22
）

▽
南
九
州伊

瀬
知
正
人（
29
・
12
・
25
）

▽
鳴
門

秋
岡
芳
郎（
29
・
12
・
26
）

▽
上
田

小
林
隆
利（
1
・
11
）

▽
柳
井

藤
沢
宏
司（
1
・
11
）

▽
能
美

南
山
修
一（
1
・
16
）

▽
八
千
代

西
村
幸
吉（
1
・
16
）

▽
旭

島
田
和
雄（
1
・
24
）

▽
名
取

丹
野
政
喜（
2
・
1
）

▽
戸
田

三
浦
芳
一（
2
・
1
）

▽
吉
川

中
嶋
通
治（
2
・
5
）

▽
嬉
野

田
中
政
司（
2
・
5
）

▽
茨
木

桂

睦
子（
2
・
8
）

▽
北
斗

坂
見
英
幸（
2
・
9
）

▽
都
城

榎
木
智
幸（
2
・
13
）

▽
津

岡

幸
男（
2
・
14
）

▽
取
手

入
江
洋
一（
2
・
15
）

▽
糸
島

田
原
耕
一（
2
・
16
）

▽
西
条

児
玉
千
春（
2
・
19
）

▽
香
取

伊
能
敏
雄（
2
・
20
）

▼
副
議
長

▽
高
岡

福
井
直
樹（
29
・
11
・
20
）

▽
南
九
州山

下
つ
き
み（
29
・
12
・
25
）

▽
鳴
門

東
谷
伸
治（
29
・
12
・
26
）

▽
上
田

安
藤
友
博（
1
・
11
）

▽
柳
井

三
島
好
雄（
1
・
11
）

▽
能
美

田
中
策
次
郎（
1
・
16
）

▽
八
千
代

林

隆
文（
1
・
16
）

▽
旭

伊
藤

保（
1
・
24
）

▽
名
取

小
野
泰
弘（
2
・
1
）

▽
戸
田

細
田
昌
孝（
2
・
1
）

▽
吉
川

五
十
嵐
惠
千
子（
2
・
5
）

▽
嬉
野

山
下
芳
郎（
2
・
5
）

▽
茨
木

大
野
幾
子（
2
・
8
）

▽
都
城

長
友
潤
治（
2
・
13
）

▽
津

藤
本
と
も
こ（
2
・
14
）

▽
亀
岡

小
松
康
之（
2
・
14
）

▽
取
手

渡
部
日
出
雄（
2
・
15
）

▽
糸
島

堀
田

勉（
2
・
16
）

▽
西
条

髙
橋
章
哲（
2
・
19
）

▽
香
取

久
保
木
清
司（
2
・
20
）

▼
事
務
局
長

▽
笠
間

渡
辺
光
司（
1
・
10
）

▽
上
尾

矢
嶋
久
司（
2
・
1
）

▽
津

浅
井
英
幸（
2
・
1
）

議議
会会
人人
事事

3月5日現在の市区数
指定都市 20市
中核市 48市
施行時特例市 36市
一般市 687市
特別区 23区
計 814

講演する江藤山梨学院大学教授

指定協次期会長
山下昌彦（大阪市）指定協総会の模様

挨拶する松原会長

発言する山田会長
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『都市問題』公開講座は、公益財団法人後藤・安田記念東
京都市研究所（旧・財団法人東京市政調査会）の発行する月
刊誌『都市問題』の特集などから時宜に適ったテーマを選び
開催しています。
第47回は次のような趣旨により、「地域をゆたかにする文
化の力」をテーマとして開催いたします。多数の方々のご参
加をお待ちしております。

○開 催 趣 旨
祭り、民俗芸能、工芸・芸術、街並みなどに代表される地
域文化は、その地域の「貌」を作り上げるものである。それ
は地域の個性・唯一性を生み出すものであり、そこに住まい、
時にその担い手となる人々の活力と地域への愛着を醸成する
ものでもある。また、有形無形の地域文化を目指し、地域の
外から人々が訪ねてくることも珍しくない。このように考え
るならば、地域文化を守り・興すことが、その地域を守り・
興すことにつながると言えないだろうか。本講座では、地域
文化を継承・創造し、人口減少や少子高齢化、経済活動の低
迷などに悩む地域を変えてゆくその道筋について考える。
○日 程
2018年4月14日（土）13：30～16：30（開場13：00）
日本プレスセンター 10階ホール
（〒100‐0011 東京都千代田区内幸町2‐2‐1）

○出 演 者
基調講演
佐藤 一子氏（東京大学名誉教授）
パネルディスカッション
小岩秀太郎氏（（公社）全日本郷土芸能協会理事・事務局

次長）
平田 大一氏（沖縄文化芸術振興アドバイザー／演出家）
渡辺 靖氏（慶應義塾大学ＳＦＣ教授）
小島多恵子氏（サントリー文化財団上席研究員）〈司会〉

○参 加 費：無料
○参加申込み：後藤・安田記念東京都市研究所ホームページ

（http : //www.timr.or.jp）からお申込みくだ
さい。

○申込み期限：2018年4月12日（木）
※満席となりしだい受付を終了しますので、お早めにお申込
みください。
○問 合 せ 先：後藤・安田記念東京都市研究所
TEL：03‐3591‐1239、FAX：03‐3591‐1209

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
連
絡

協
議
会
・
地
方
六
団
体
・
内
閣
府

で
構
成
す
る
北
方
領
土
返
還
要
求

全
国
大
会
実
行
委
員
会
（
委
員
長

�
照
屋
仁
士
・
日
本
青
年
団
協
議

会
会
長
）
は
、
2
月
7
日
の※
北
方

領
土
の
日
、
国
立
劇
場
で
、
平
成

30
年
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大

会
を
開
催
し
た
。
本
会
か
ら
は
山

田
一
仁
会
長（
札
幌
市
議
会
議
長
）

ら
が
出
席
し
た
。

大
会
は
2
部
構
成
。
第
1
部
で

は
、
元
島
民
関
係
者
、
運
動
関
係

者
代
表
ら
の
ト
ー
ク
を
行
っ
た
。

第
2
部
の
式
典
で
は
、
照
屋
委
員

長
の
挨
拶
の
後
、
安
倍
晋
三
・
内

閣
総
理
大
臣
か
ら
、
「
北
方
四
島

の
帰
属
問
題
を
解
決
し
て
平
和
条

約
を
締
結
す
る
決
意
を
し
っ
か
り

と
あ
ら
た
め
て
表
明
す
る
」
な
ど

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
各

界
各
層
代
表
、
河
野
太
郎
・
外
務

大
臣
、
江
﨑
鐵
磨
・
北
方
対
策
担

当
大
臣
の
挨
拶
の
後
、
一
刻
も
早

い
北
方
四
島
の
返
還
実
現
を
目
指

し
て
、
決
意
表
明
（
下
掲
）
を
含

む
「
平
成
30
年
大
会
ア
ピ
ー
ル
」

を
採
択
し
た
。

な
お
、
北
方
領
土
返
還
に
つ
い

て
は
、
本
会
の
地
方
行
政
委
員
会

で
①
早
期
返
還
の
実
現
②
北
方
領

土
隣
接
地
域
の
振
興
対
策
等
③
北

方
四
島
に
お
け
る
共
同
経
済
活
動

の
実
現
―
を
要
望
し
て
い
る
。

※
北
方
領
土
の
日

毎
年
2
月
7
日
。
昭
和
56
年
1
月
6

日
に
閣
議
了
解
し
た
「
『
北
方
領
土
の

日
』
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、
北
方
領

土
問
題
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
理
解

を
さ
ら
に
深
め
、
全
国
的
な
北
方
領
土

返
還
運
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
。
な
お
、
2
月
7
日
は

1
8
5
5
年
に
日
魯
通
好
条
約
が
調
印

さ
れ
た
日
。

※
決
意
表
明

一
、
私
た
ち
は
、
北
方
四
島
の
返

還
実
現
を
目
指
し
行
動
を
推

し
進
め
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
地
域
・
職
場
・

学
校
・
家
庭
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
場
で
啓
発
活
動
を
行
う
と

と
も
に
、
返
還
実
現
に
向
け

政
・
官
・
民
の
さ
ら
な
る
団

結
を
深
め
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
全
国
の
仲
間
と

の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
署

名
活
動
を
よ
り
一
層
推
進
し

ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
四
島
相
互
交
流

の
枠
組
み
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
活
か
し
、
北
方
四
島

の
返
還
こ
そ
が
我
が
国
と
ロ

シ
ア
と
の
真
の
友
好
と
信
頼

関
係
を
築
き
、
ひ
い
て
は
世

界
の
平
和
に
寄
与
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
北
方
領
土
に
残

存
す
る
日
本
の
建
物
保
存
に

取
り
組
み
ま
す
。

災
害
救
助
法
を
適
用

2
月
4
日
か
ら
の
大
雪
に
よ
る

災
害
に
よ
り
、
福
井
県
は
2
月
7

日
、
福
井
市
、
あ
わ
ら
市
、
坂
井

市
の
3
市
に
災
害
救
助
法
を
適
用

し
、
9
日
に
は
大
野
市
、
勝
山
市
、

鯖
江
市
の
3
市
ほ
か
2
町
を
追
加

適
用
し
た
（
い
ず
れ
も
2
月
6
日

適
用
）
。
ま
た
、
15
日
に
も
越
前

市
を
追
加
適
用
し
た
（
2
月
13
日

適
用
）
。

連
日
の
降
雪
に
よ
り
、
新
潟
県

は
2
月
14
日
、
長
岡
市
、
小
千
谷

市
、
十
日
町
市
、
魚
沼
市
の
4
市

ほ
か
1
町
に
災
害
救
助
法
を
適
用

し
た
（
2
月
14
日
適
用
）
。

災
害
救
助
法
は
、
「
災
害
に
よ

り
市
町
村
等
の
人
口
に
応
じ
た
一

定
数
以
上
の
住
家
の
滅
失（
全
壊
）

が
あ
る
場
合
」
の
ほ
か
、
「
多
数

の
者
が
生
命
ま
た
は
身
体
に
危
害

を
受
け
、
ま
た
は
受
け
る
お
そ
れ

が
生
じ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
避
難

し
て
継
続
的
に
救
助
を
必
要
と
す

る
場
合
」
な
ど
に
適
用
さ
れ
る
。

特
別
交
付
税
を
繰
上
げ
交
付

総
務
省
は
2
月
23
日
、
今
冬
の

大
雪
等
に
よ
り
多
大
な
被
害
を
受

け
た
17
道
県
の
74
市
79
町
10
村

（
計
1
6
3
団
体
）
に
対
し
、
特

別
交
付
税
の
3
月
交
付
分
の
一
部

（
30
％
）
と
な
る
2
1
8
億
6
7

0
0
万
円
の
繰
上
げ
交
付
を
決
定

し
、
26
日
に
現
金
交
付
し
た
。

交
付
対
象
は
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
た
市
町
村
、
ま
た
は
積
雪

積
算
値
が
1
0
0
0
㎝
日
超
か
つ

平
年
の
1
・
32
倍
以
上
の
市
町
村
。

北
方
領
土
早
期
返
還
目
指
し

ア
ピ
ー
ル
採
択

北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会

挨拶する安倍総理

（公財）後藤・安田記念東京都市研究所
（旧・東京市政調査会）

第47回『都市問題』公開講座

「地域をゆたかにする文化の力」
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